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3 2平成26年11.12月号

　9月2日に告示され無投票当選
となった前田政義村長は、四期目
の就任を迎えて、向こう四年間の
村政運営について職員に訓辞した。
「村長就任当時は一般会計で約
61億円の起債(借金)があったが、
現在は約20億円の起債残高とな
り、村民や職員が知恵を出し合っ
て頑張ってきたおかげで標準的な
財政状況にまで漕ぎ着けることが
できた。これまで観光立村を掲げ
て年間6千名以上の修学旅行生の

受け入れ実績を一万人規模目標とし、伊是名・伊平屋両村民の悲願である架橋建設、来年の尚
円王生誕600年祭の取り組みに一丸となって頑張っていこう。」と職員に自覚を促した。

　8月13日、伊是名島に
キャンプで訪れていた観光
客の親子二人がボート遊
覧中海上シケに遭い、屋那
覇島北側小島から帰れな
くなる水難事故があった。
通報を受けた本部警察署
伊是名駐在、伊是名村消防
団と共に、迅速に救助へあ
たったのは仲田正務さんと
名嘉広一さんの二名。

　10月2日(木)、本部警察署(冝保了馴署長)は、役場公室において仲田さんと名嘉さんの人
命救助活動を讃え、感謝状を贈った。
　事故当時に連絡を受けた二人は、自身の仕事を中断して、駐在・消防と漁船で出動
し、救助にあたった。救助された親子は、疲弊していたため診療所へ搬送したが、外傷
などもなく無事だった。
　感謝状を受け取った二人は「当たり前のことをしただけですが、このような表彰は
光栄です。」と話していた。

屋那覇島水難救助で感謝状屋那覇島水難救助で感謝状

役場庁舎前で全職員に訓辞を行う前田村長(10月7日)

要請を受けたメッシュ・サポート関係者が到着。

通報を受け、消防団、診療所関係者が
到着し応急処置を行う。

メッシュ・サポートヘリコプターへ傷病者を搬送。

　火災や急患搬送依頼は119番へ通報し、消防車や救
急車が出動します。現在、村内にある固定電話から119
番通報すると伊是名村役場が受付し、携帯電話の場合
は名護市消防本部で受付されます。平成27年10月よ
り消防共同指令センター(嘉手納町)の供用開始にあ
たり、沖縄県内36市町村の119番通報は一括して同セ
ンターで受付されることになりました。
　そこで、新たな緊急通報システムの導入に伴い、来年
10月以降に村内で急患が発生した場合を想定した訓
練が 10月 8日
(水)、沖縄県消

防通信指令施設運営協議会事務局と伊是名村の共催で臨海ふれあい
公園グラウンド北側広場において実施された。訓練は、トライアスロン
大会参加者2名が、バイク接触事故を起こし重体となっているとの119
番通報を受け開始。共同指令センターからの指示を受けた伊是名村消
防団、伊是名診療所、メッシュ・サポートが出動し、患者を応急処置・手
当てしたうえでヘリコプターへ収容するまでの概要で行われた。
　終了後の会議で消防団員からは「センターからの指示を受けながら、
患者の処置ができるのはすばらしいシステムであり、今回の訓練はと
ても有意義だった。」との感想があった。
　消防共同司令センター開始にあたり地域事情等の問題はあるが、協
議会事務局としても、今回の訓練を通して関係者との反省点を生かし、
今後の運営にいかしたい考えだ。

伊是名村急患搬送訓練を実施
～来年から新緊急通報システム開始！～

　11月6日(木)村商工会副会長の末吉實好さん
と中川貞充さんが教育委員会を訪れ、全国展開支
援事業で開発し村特産品を使用した商品の売り
上げ金の一部(平成25年度分)を、教育資金として
仲田教育長へ手渡した。
　商品は、もずくの佃煮(ホクガン)・もずくようか
ん(ナンポー通商)・たまねぎスープ(オキハム)の3
種類。このところ売り上げが伸び悩んでいること
に対し、商工会としても働きかけていく方針で、支
援金も増額させたい意向だ。
　仲田教育長は「子どもたちの
ために有効活用させていただき
ます。」と感謝の言葉を述べた。

村商工会が教育支援金を贈呈

【寄付金の金額】
沖ハム総合食品株式会社・株式会社ナンポー通商・株式会社ホクガン

の3社から合計32,050円
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オーケストラ公演開催

“伊是名中学校校舎”お別れコンサート♪お別れコンサート♪

　10月21日(火)村臨海ふれあい公園体育館において、文化
庁主催の「文化芸術による子どもの育成事業」の一環で、優
れた舞台芸術の鑑賞機会を提供する事により、子どもたちの
発想力やコミュニケーション能力の育成等をはかる事を目
的にオーケストラ公演が開催された。
　公演を行ったのは広島交響楽団(指揮者：鈴木織衛氏)総
勢60名で、これまで定期演奏会や海外公演など年間約140
回の演奏活動を行っている。この公演は鈴木氏の指導により、

実演･鑑賞指導することが特徴で、今回も児童・生徒の代表が指揮者の体験を行った。多くの楽曲が演奏された
公演の最後は、小学校・中学校の校歌をみんなで合唱し終演した。

「伊平屋･伊是名架橋建設促進協議会」
支援資金造成チャリティーゴルフ大会

　伊是名村郷友会及び伊平屋郷友会は、伊平屋･伊是
名架橋建設促進協議会資金造成チャリティーゴルフ大
会を10月31日(金)沖縄カントリークラブで開催し、伊
平屋･伊是名両村関係者約250名が参加した。
　今年4月の伊平屋･伊是名架橋早期実現総決起大会
以降、架橋建設に向け活動している協議会を支援する
為の資金造成、及び郷友関係者の交流を図ることで
協議会の活性化に寄与することを目的に実施された。
大会において、関係者は汗を流しつつ親睦を深めてい
た。大会終了後の懇親会では、両村長や郷友会長によ
るあいさつを始め、今後の協議会の活動方針や両村の
決意が改めて示された。

　大会実行委員会より協議会へゴルフ大会参加者と各企業の協賛金で集められた支援資金から50万円の寄付
があった。

　国営かんがい排水事業が実施された平成11年から
21年の10年間で、内閣府沖縄総合事務局伊是名農業
水利事業所で勤務数年で入れ替わりした職員と、村土
地改良区を中心とする関係者で設立された「恵水会」
は、3年毎に伊是名村で開催している。
　今年は総会の年で、10月25日(土)に各地から13名の
方が来村して、施設や畑などを見て回った。熊本から参
加した元所長は「地元の方が上手に使って、サトウキビ
や他の作物へ有効的に使われているので嬉しかったで
す。」と話した。村関係者も交わり、久しぶりの再会に
話も尽きないようでした。

ツール･ド･沖縄2014ツール･ド･沖縄2014
～伊是名島体験サイクリング～～伊是名島体験サイクリング～
ツール･ド･沖縄2014ツール･ド･沖縄2014
～伊是名島体験サイクリング～～伊是名島体験サイクリング～

　11月8日(土)、9日(日)にかけて、ツール･ド･沖縄
2014が開催され、本村において離島体験プラン
の一環で伊是名島体験サイクリングが行われた。
今年も島内外から参加者が集まり、村内の文化財
や名所などを巡りながらサイクリングを楽しんだ。
また、伊是名城趾番屋では貝殻細工などオリジナ
ル作品を作って楽しんでいました。

行政相談、懇談会開催
　沖縄行政評価事務所と村の共催により、10月28日(火)に伊是名
村産業支援センターにおいて、沖縄行政評価事務所所長はじめ行
政相談員、各字区長、民生・児童委員、関係者の出席のもと行政懇
談会が開催された。
　日頃から地域住民の身近な相談相手になって頑張っている出席
者からは、独居老人の安否確認のこと、古い家屋を取り壊したとき
や屋敷内の樹木を伐採、清掃したときの樹木・廃材の捨て場所の
こと等、国や行政に対する相談や意見、要望が活発に行われ、行政
評価事務所職員と村担当課は善処したいと話した。

　昭和44年の落成以降、約2,500名の卒業生を送り出し
ている伊是名中学校校舎は、老朽化のために年内で取り
壊されることになっている。そこで、字伊是名区青年会は
は長年の感謝の気持ちを込めて「校舎お別れコンサート」
を開催した。
　伊是名中学校卒業生メンバー中心のPONCAS(ポンカ
ス)バンドのライブや尚円太鼓の音色、そして最後は参加
者全員による伊是名中学校の校歌斉唱が、築40年以上の
学舎に響いていた。

第2回「恵水会」総会

かなり真剣ですが楽しめます

山道はキツイけど気持ちがいい

【現校舎概要】
昭和42年：給食室竣工　昭和44年：理科室竣工　昭和48年：特別教室落成　昭和50年：特別教室（音楽・図書・視聴覚・美術・家庭）新築落成　昭和56年新築校舎落成

「広島交響楽団」「広島交響楽団」「広島交響楽団」「広島交響楽団」
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「広島交響楽団」「広島交響楽団」「広島交響楽団」「広島交響楽団」
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伊是名村民
運動会開催
伊是名村民
運動会開催第17回
　爽やかな秋晴れのもと、10月25日(土)伊
是名小学校グラウンドにおいて第17回伊是
名村民運動会が開催され、各集落の選手・
応援団が結集した。前回の2年前は、直前
まで降り続いた雨の影響で中止となり、4年
ぶりの開催となった。

　第15回大会優勝の諸見区を代表して城間克也さ
んと仲田マリさんの選手宣誓で大会はスタートし
た。100ｍ走を皮切りに、トラック、フィールドにおい
て各種目が行われ、全力で競技する選手に応援団
も力が入った。
　大会は諸見区が総合優勝し2連覇となった。また、
前回からもうけられた応援団賞は伊是名区が2度
目の受賞となった。

　そのなかのひとり、伊禮幸正さんは30代
で村議員となり、昭和57年には村長に就任
(二期8年)。その後も「特別養護老人ホーム
チヂン園」設立など、村の振興・発展に尽力
されたことも在り、パレードやお祝いの席
では平日にもかかわらず多くの村民がかけ
つけ、カジマヤーを祝った。親族の方は「こ
れまで本人がやってきたことが繁栄の祝い
になった。気持ちの現れるカジマヤー祝い
になり、本人も満足しているようです。」と
お祝いしてくれた方々に感謝を表していた。
　また、前川千市さんの母カンタさんも平
成5年度にカジマヤー祝いをしており、チヂ
ン園では親子2代続けての長寿を盛大に
祝った。

　今年、村内でカジマヤーを迎
えた方は5名で、9月27日には前
川千市さん(仲田区)と仲田マツ
さん(伊是名区)、30日(旧暦9月
7日)には伊禮幸正さん(仲田区)
を家族、親戚、地域の皆さんが
お祝いした。村内パレードで村
民の方々から祝福されると、家
族と一緒に踊りながら喜びを分
かち合った。

公民館でお祝いした
伊禮幸正さん

母の遺影と一緒に
パレードする
前川千市さん

仲田マツさんと
ご家族
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施設内で倒れていた方を搬送する

表側からボイラー室へ向け放水を行う

鏡が丘特別支援学校で歌を披露するようす

　11月11日から12日にかけて伊是名中学校1学年の生徒が、沖縄県立沖縄盲学校と沖縄県立
鏡が丘特別支援学校を訪問し、交流学習に望んだ。
　生活経験の拡大、お互いの親睦
を図り、「他人を思いやる心」「勇気
ある正しい行動」ができるようにす
ることを目的に行っている。
　訪問先の両学校ではレクレー
ションや合唱、質問コーナーやプレ
ゼント交換などで交流し親睦を深
めていた。

チヂン園

交流学習を実施(伊是名中学校1学年)

　平成24年度から実施している沖縄県広域地震・津波避難訓練が11月5日(水)に、幼稚園・小・中学校の園児・
児童・生徒・職員と伊是名村消防団(団長：伊禮正隆)が参加して行われた。
　訓練は午前10時30分に沖縄県全域で強い地震が観測され、10時33分に沖縄県全域に「大津波警報」が発
表されたとの緊急速報メール受信直後に開始。避難誘導における注意事項㋔（おさない）・㋩(走らない)・㋛
（しゃべらない）・㋲(戻らない)・㋠(近づかない)を守りながら、避難場所の役場駐車場へ集合した。
　訓練後の講話で伊禮団長は「学校は高台にあるため津波の影響は考えにくいが、みなさんが住んでいる地域
は低地が多いです。大津波警報が発令された
ら、とにかく高いところへ避難することです。」
と話した。
　この実践的な訓練を通して、防災意識の啓
発や避難計画の検証を行うことにより防災体
制向上が図られることとなる。

沖縄県広域地震・津波避難訓練

　11月14日（金）から16日（日）にかけて、沖
縄セルラーパーク那覇において離島フェア
2014が開催され、県内18離島市町村関係者
が集結し、多くの来場者へ島の魅力を伝えた。
　本村からは、特産品販売会場に「島の元気
研究所」、「ＪＡおきなわ伊是名支店」、「伊
是名漁業協同組合」、「伊是名酒造所」が出
店。また、屋外特設ステージでは、伊禮俊一
さんのラジオトークショーや伊是名郷友芸
能協会の民謡、尚円太鼓、キャラクター「尚
円王」が島の伝統や魅力をＰＲした。

離島フェア2014
～カタチで伝える 島のココロ～

　11月19日(水)、特別養護老人
ホームチヂン園(伊禮弘宜施設長)
において、チヂン園職員と伊是名
村消防団(伊禮正隆団長)が参加し
て消防夜間訓練が実施された。
　訓練は、チヂン園のボイラー室
から火災が発生したことを想定し、
通報・消火・避難・救助・救出の項
目で行われた。

　訓練全体の収束まで約20分を要したことに、施設
長の反省点として"時間短縮に繋がりそうな所もあ
り、訓練概要を見直して万一の事態に備えたい”と
コメントがあった。また、伊禮消防団長からは「回数
を重ねるごとに良くなってきている。しかし、消火活
動には消防車のスムーズな出入りが必要なので、夜
間などは園内の駐車は控えた方がよい。」との指摘
もあり、今後の防火体制への課題もあがった。

～とにかく高台へ～

「琉球最中」･･･どんな味がするんだろう～

防災夜間訓練
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　宝くじ普及広報事業の一環として、(財)自治総合センターの
宝くじ助成事業により、各区のコミュニティ活動が活発に図れ
るように、備品が整備されました。
　区民のみなさん、コミュニティ活動に活用してください。
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　備 品 名
●仲田区
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク
●伊是名区
　折りたたみテーブル
　折りたたみイス
●勢理客区
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク
　組み立て式テント
●内花集落
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク
●諸見区
　紅型打掛
　胴衣
　カカン
　花笠
　稽古着
　打掛
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク

～平成２６年度コミュニティ助成事業～

infomation情報コーナー

お知ら
せ 平成2６年 工業統計調査を実施します

お知ら
せ 平成２６年度 年末年始の交通安全県民運動

宝くじ助成金で備品を整備しました宝くじ助成金で備品を整備しました

お知ら
せ ～魅力いっぱい農業者年金～

　　担い手積立年金「愛称」
　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的
とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利
活用されます。
　調査時点は２６年１２月３１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

工業統計キャラクター・コウちゃん

～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～
☆あなたの老後生活への備えは十分ですか?

☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

★国民年金の第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する６０歳未満の方は誰でも加入できます。
★少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
★保険料の額は自由に決められます。（月額２万～６万７千円）
★８０歳まで保証がついた終身年金です。
★認定農業者など一定の要件を満たす方は、保険料の国庫助成があります。
★支払う保険料の全額が社会保険料控除の対象となるなど税制面でも特例が用意されています。安全・安心　あなたから始める交通安全

平成26年12月21日(日) ～ 平成27年１月４日（日）
沖縄県交通安全推進協議会
■飲酒運転四（し）ない運動

・運転するなら酒を飲まない
・酒を飲んだら運転しない
・運転する人に酒をすすめない
・酒を飲んだ人に運転させない

 運 転 者 は

 家庭・地域では

■安全運転５則
１　シートベルトを着用し、安全速度を守る
２  カーブの手前ではスピードを落とす
３　交差点では必ず安全を確かめる
４　一時停止で横断歩行者の安全を守る
５　飲酒運転は絶対にしない

支援金の交付
～伊是名島スポーツ文化芸能
　活動支援協会～

　村教育委員会において、10月
28日に村青年会、伊是名村古典音
楽愛好会、村老人クラブ連合会へ
活動支援金が仲田協会長から交
付された。これらの関係団体は、組
踊りの取り組みや村内における伝
統芸能の継承等広範囲に活動し
ている。日頃の鍛錬を支援する意
味で活動資金を交付され、益々の
活躍が期待されます。

加入申し込みや相談については、JA伊是名支店（TEL 45-2222）か
伊是名村農業委員会（TEL 45-2004）又は、

独立行政法人農業者年金基金（TEL 03-3502-3942）
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　宝くじ普及広報事業の一環として、(財)自治総合センターの
宝くじ助成事業により、各区のコミュニティ活動が活発に図れ
るように、備品が整備されました。
　区民のみなさん、コミュニティ活動に活用してください。
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　備 品 名
●仲田区
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク
●伊是名区
　折りたたみテーブル
　折りたたみイス
●勢理客区
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク
　組み立て式テント
●内花集落
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク
●諸見区
　紅型打掛
　胴衣
　カカン
　花笠
　稽古着
　打掛
　ポータブルワイヤレスアンプ
　ワイヤレスマイク

～平成２６年度コミュニティ助成事業～

infomation情報コーナー

お知ら
せ 平成2６年 工業統計調査を実施します

お知ら
せ 平成２６年度 年末年始の交通安全県民運動

宝くじ助成金で備品を整備しました宝くじ助成金で備品を整備しました

お知ら
せ ～魅力いっぱい農業者年金～

　　担い手積立年金「愛称」
　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的
とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利
活用されます。
　調査時点は２６年１２月３１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

工業統計キャラクター・コウちゃん

～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～
☆あなたの老後生活への備えは十分ですか?

☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

★国民年金の第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する６０歳未満の方は誰でも加入できます。
★少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
★保険料の額は自由に決められます。（月額２万～６万７千円）
★８０歳まで保証がついた終身年金です。
★認定農業者など一定の要件を満たす方は、保険料の国庫助成があります。
★支払う保険料の全額が社会保険料控除の対象となるなど税制面でも特例が用意されています。安全・安心　あなたから始める交通安全

平成26年12月21日(日) ～ 平成27年１月４日（日）
沖縄県交通安全推進協議会
■飲酒運転四（し）ない運動

・運転するなら酒を飲まない
・酒を飲んだら運転しない
・運転する人に酒をすすめない
・酒を飲んだ人に運転させない

 運 転 者 は

 家庭・地域では

■安全運転５則
１　シートベルトを着用し、安全速度を守る
２  カーブの手前ではスピードを落とす
３　交差点では必ず安全を確かめる
４　一時停止で横断歩行者の安全を守る
５　飲酒運転は絶対にしない

支援金の交付
～伊是名島スポーツ文化芸能
　活動支援協会～

　村教育委員会において、10月
28日に村青年会、伊是名村古典音
楽愛好会、村老人クラブ連合会へ
活動支援金が仲田協会長から交
付された。これらの関係団体は、組
踊りの取り組みや村内における伝
統芸能の継承等広範囲に活動し
ている。日頃の鍛錬を支援する意
味で活動資金を交付され、益々の
活躍が期待されます。

加入申し込みや相談については、JA伊是名支店（TEL 45-2222）か
伊是名村農業委員会（TEL 45-2004）又は、

独立行政法人農業者年金基金（TEL 03-3502-3942）


